
支
部
中
心
の

友
好
運
動
の
広
が
り

大
阪
府
連
第
72
回
大
会
が
７
月
12

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら

紹
介
さ
れ
た
日
中
友
好
活
動
は
ま
る

で
満
開
の
花
の
よ
う
で
し
た
。

中
国
語
・
太
極
拳
・
切
り
絵
・
学

習
講
演
会
、
女
性
部
映
画
観
賞
会
・

中
国
旅
行
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
餃
子
づ

く
り
・
百
科
検
定
試
験
・
新
聞
作
り
・

合
唱
・
楽
器
演
奏
。
そ
れ
ぞ
れ
の
交

流
が
深
ま
れ
ば
、
新
た
な
会
員
・
準

会
員
が
加
わ
っ
て
く
れ
ま
す
。

城
北
支
部
は
２
０
１
９
年
31
名
で

結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
で
88
名

の
大
支
部
に
成
長
し
、
来
年
に
も
三

桁
の
支
部
に
到
達
で
す
。

中
国
は
隣
人
同
士
、

衝
突
は
一
利
な
し

昨
年
秋
の
高
市
首
相
発
言
で
「
日

中
関
係
が
冷
え
切
っ
て
し
ま
っ
た
」

の
は
大
変
残
念
で
す
。
１
９
７
１
年

国
連
総
会
に
お
け
る
中
華
人
民
共
和

国
の
承
認
と
国
連
か
ら
の
中
華
民
国

（
台
湾
）
の
追
放
、
続
く
72
年
日
中

国
交
と
79
年
米
中
国
交
の
正
常
化
は
、

中
華
人
民
共
和
国
と
諸
国
と
の
関
係

を
「
一
つ
の
中
国
」
原
則
の
も
と
に

正
常
化
し
て
い
く
と
い
う
、
国
際
関

係
の
基
本
的
枠
組
み
を
提
供
し
ま
し

た
。こ

れ
を
無
視
し
て
「
台
湾
有
事
」

と
は
中
国
が
台
湾
に
武
力
侵
攻
す
る

こ
と
と
断
定
し
、
そ
れ
を
阻
止
す
る

米
軍
と
中
国
と
の
軍
事
衝
突
の
前
線

に
日
本
の
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、
実
行
す
る
の

は
、
国
際
法
も
日
本
国
憲
法
も
共
に

蹂
躙
す
る
暴
挙
で
す
。

中
国
は
憤
り
と
不
信
の
あ
ま
り
、

日
中
関
係
を
日
中
国
交
回
復
以
来
最

も
疎
遠
な
状
態
に
退
け
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

困
難
を
溶
か
す

草
の
根
か
ら
の
民
間
交
流

府
連
大
会
に
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
、
薛
剣
駐
大
阪
総
領
事
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
両
国
民

の
相
互
理
解
の
深
化
の
上
で
の
ご
功

績
、
な
ら
び
に
歴
史
に
真
摯
に
向
き

合
う
貴
会
の
姿
勢
に
深
い
敬
意
」
を

表
し
、
大
阪
府
連
が
「
民
間
先
行
、

民
を
も
っ
て
官
を
促
す
」
精
神
を
発

揚
し
「
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
交

流
を
展
開
し
、
中
日
両
国
国
民
の
相

互
理
解
と
友
好
促
進
に
一
層
大
き
な

役
割
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
」
そ
の
よ
う
に
あ
り
た

い
で
す
ね

中
華
人
民
共
和
国
建
国
の
翌
年
に

結
成
さ
れ
た
日
中
友
好
協
会
大
阪
府

連
は
、
ど
ん
な
困
難
に
も
ひ
る
ま
ず
、

民
間
の
力
で
国
交
回
復
の
実
現
と
そ

の
後
の
日
中
関
係
の
発
展
に
努
力
し

て
参
り
ま
し
た
。
私
た
ち
一
人
一
人

の
志
は
さ
さ
や
か
な
も
の
で
す
が
、

日
中
関
係
の
間
に
入
り
込
ん
で
く
る

障
害
を
溶
か
し
て
し
ま
う
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
、
次
の
一

年
歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

府
連
大
会

29
名
参
加

７
月
12
日
、
第
72
回
大
阪
府
連
大

会
は
Ｐ
Ｌ
Ｐ
会
館
で
29
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
不

再
戦
・
平
和
・
交
流
活
動
、
五
原
則

に
沿
っ
た
支
部
活
動
、
百
科
検
定
や

学
習
会
な
ど
多
彩
な
発
言
が
あ
り
、

11
月
の
「
文
化
の
つ
ど
い
」
や
来
年

の
「
１
９
４
６
大
阪
展
」
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
近
藤
事
務
局
長
の
開
会
宣

言
と
物
故
者
へ
の
黙
と
う
で
始
ま
り
、

議
長
に
濱
（
中
河
内
支
部
）
高
田

（
吹
田
支
部
）
議
事
運
営
委
員
に
森

脇
（
城
北
支
部
）
選
管
・
資
格
審
査

に
近
藤
を
選
出
し
て
討
論
に
。

山
本
恒
人
府
連
会
長
が
あ
い
さ
つ

で
「
米
・
中
首
脳
会
談
、
高
市
首
相

の
国
際
法
無
理
解
か
ら
く
る
発
言

「
限
日
令
」
と
責
任
の
所
在
、
「
限

日
令
」
を
融
解
す
る
日
中
交
流
の
発

展
に
つ
い
て
」
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
中
国
大
阪
総

領
事
館
と
共
産
党
国
会
議
員
団
、
大

阪
市
を
よ
く
す
る
会
の
３
件
が
森
脇

常
任
理
事
が
代
読
し
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

25
年
度
活
動
報
告
と
26
年
度
活
動

の
進
め
方
を
松
尾
理
事
長
が
提
案
。

25
年
度
決
算
報
告
は
平
松
理
事
25

年
度
会
計
監
査
報
告
は
議
長
団
が
代

読
。
26
度
予
算
案
は
近
藤
事
務
局
長

が
提
案
。
全
議
案
拍
手
で
確
認
し
ま

し
た
。
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72
府
連
大
会
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

大
阪
府
連
会
長

山
本
恒
人

第
72
回
大
阪
府
連
大
会
は
、

昨
年
11
月
の
国
会
で
の
首
相

の
日
中
共
同
声
明
の
根
本
を

破
壊
す
る
「
一
つ
の
中
国
」

否
定
に
踏
み
込
む
台
湾
有
事

発
言
で
、
日
中
関
係
が
国
交

回
復
以
来
の
厳
し
い
状
態
に

あ
る
情
勢
の
中
、
７
月
12
日
、

大
阪
天
満
の
Ｐ
Ｌ
Ｐ
会
館
を

会
場
に
29
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

帰
国
者
支
援
活
動
を
は
じ

め
、
不
再
戦
・
平
和
、
交
流
活
動
で

は
「
南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
」
活
動
、

「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦

争
展
」
な
ど
、
他
団
体
と
の
共
同
の

取
組
み
の
深
ま
り
、
来
年
四
月
豊
中

市
で
開
催
予
定
の
「
一
九
四
六
展
」

を
成
功
さ
せ
る
準
備
活
動
の
こ
と
や
、

府
民
の
中
国
へ
の
関
心
・
要
求
に
応

え
る
、
中
国
語
講
座
や
太
極
拳
、
き

り
え
活
動
、
中
国
を
理
解
す
る
「
中

国
百
科
検
定
」
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し

た
受
験
学
習
。
情
勢
・
戦
後
80
年
を

考
え
る
中
国
の
近
現
代
史
学
習
活
動
。

組
織
強
化
で
は
、
支
部
が
活
き
活
き

と
活
動
で
き
る
五
原
則
に
沿
っ
た
支

部
活
動
。

２
年
に
一
回
行
っ
て

い
る
、
今
年
11
月
開
催

の
「
文
化
の
つ
ど
い
」

成
功
の
よ
び
か
け
、
仲

間
増
や
し
・
危
機
的
な

府
連
財
政
を
立
て
直
し

た
い
と
い
う
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
発
言
も
政

府
間
の
関
係
が
厳
し
い

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
、
民
間
レ
ベ
ル

で
の
日
中
友
好
を
大
い

に
す
す
め
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
が
基
調
に
な
っ

た
、
確
信
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。

今
年
６
月
に
協
会
の
歴
史
で
初
め

て
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
第
75
回
全
国

大
会
は
15
年
ぶ
り
の
地
方
開
催
で
、

そ
の
成
功
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

会
場
の
対
面
参
加
者
数
は
昨
年
の
東

京
を
上
回
り
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
、

地
元
組
織
の
奮
闘
と
、
「
台
湾
有
事

の
最
前
線
」
と
し
て
軍
事
基
地
化
に

直
面
し
て
い
る
沖
縄
の
地
で
活
動
す

る
仲
間
と
と
も
に
戦
争
を
許
さ
な
い

全
国
の
協
会
会
員
の
熱
い
思
い
で
し

た
。
何
十
年
ぶ
り
と
な
る
青
年
交
流

会
開
催
も
参
加
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
参
加
者
が
、
そ
こ
で
感
じ

た
思
い
を
、
本
日
の
大
会
に
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

本
日
の
大
会
が
、
向
こ
う
一
年
間

の
各
種
課
題
・
活
動
を
、
「
日
本
と

中
国
が
再
び
戦
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

平
和
と
民
主
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
、

日
本
中
国
両
国
民
間
の
相
互
の
理
解

と
友
好
を
深
め
、
平
和
五
原
則
に
も

と
づ
く
両
国
関
係
の
発
展
に
寄
与
し
、

ア
ジ
ア
の
平
和
と
世
界
の
平
和
に
貢

献
す
る
」
と
い
う
協
会
の
目
的
に
沿
っ

て
、
不
再
戦
・
平
和
を
深
く
自
覚
し

た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽

く
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

２
０
２
６
年
７
月
12
日

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

第
72
回
大
会

大

会

宣

言

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
館
、

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
事
務
所
、

日
本
共
産
党
大
阪
府
議
会
議
員
団

石

川
た
え
、
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を

つ
く
る
会
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
、

大
阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン
タ
ー
、

日
本
コ
リ
ア
協
会
大
阪
、
日
本
ユ
ー

ラ
シ
ア
協
会
大
阪
府
支
部
連
合
会
、

大
阪
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
、
日
本
国
民

救
援
会
大
阪
府
本
部
、
治
安
維
持
法

国
賠
要
求
同
盟
大
阪
府
本
部
、
関
西

合
同
法
律
事
務
所
、
関
西
共
同
印
刷

所
、
道
修
商
事
株
式
会
社
、
大
阪
府

歯
科
保
険
医
協
会
、
大
阪
医
療
労
働

組
合
連
合
会
、
門
真
市
職
員
労
働
組

合
、
日
本
中
国
友
好
協
会
会
長
・
井

上
久
士
、
東
京
都
連
合
会
、
兵
庫
県

連
合
会
、
奈
良
支
部
、
和
歌
山
県
連

合
会
、
非
核
の
政
府
を
求
め
る
大
阪

の
会
、
全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る

会

（
敬
称
略
順
不
同
）

メ
ッ
セ
ー
ジ

24
団
体

会
長
・
山
本
恒
人
。

副
会
長
・
浅
田
美
奈
子
、
理
事
長
・

松
尾
豊
。
副
理
事
長
・
浜
正
幸
、

事
務
局
長
・
近
藤
好
幸
。
事
務
局
次

長
・
澤
野
井
公
夫
。

常
任
理
事
・

石
井
勉
、
岡
田
英
樹
、
片
山
英
徳
、

高
田
佳
誉
子
、
恒
岡
正
勝
、
登
り
山

和
希
、
松
原
弥
寿
夫
、
森
脇
篤
子
。

理
事
・
浅
田
勝
美
、
上
村
康
夫
、

小
部
修
、
栗
山
俊
子
、
早
乙
女
実
、

坂
手
日
登
美
、
佐
藤
倫
理
、
土
井
一

正
、
長
山
瑛
子
、
西
澤
信
善
、
西
脇

義
彦
、
林
英
子
、
羽
生
義
人
、
平
松

悦
雄
、
藤
崎
光
子
、
藤
田
大
輔
、
前

田
尋
、
森
西
武
志
、
山
本
範
枝
、

会
計
監
査
・
谷
澤
弘
喜
、
西
本
博
文
。

顧
問
・
小
林
徳
子
、
藤
後
博
巳
、

渡
辺
武
、
参
与
・
西
村
成
雄
。

新

役

員

紹

介



堺
支
部

夏
期
公
開
講
座

「
中
国
福
建
省
南
部
の
歴
史
・
暮
ら

し
・
文
化
」
―
台
湾
西
部
と
の
歴
史

的
つ
な
が
り
も
合
わ
せ
て
ー

泉
ヶ
丘
駅
前
南
区
図
書
館
集
会
室
２

８
月
23
日(

日)

２
時
か
ら

お
話
し

亀
岡
敦
子
さ
ん

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
、
宋
代
か
ら
明
・
清
代
（
10
〜
19

世
紀
半
ば
）
の
福
建
東
南
沿
海
部
の

社
会
と
文
化
に
関
す
る
歴
史
を
研
究
。

参
加
希
望
の
方
は
堺
支
部
浅
田
ま
で

日
中
友
好
を
願
う

紫
金
草
コ
ン
サ
ー
ト

紫
金
草
合
唱
団
は
全
国
各
地
に
あ

り
、
日
本
と
中
国
の
平
和
を
願
っ
て

歌
い
つ
な
ぎ
、
２
０
０
０
年
か
ら
は

13
回
に
わ
た
り
、
中
国
を
訪
問
し
、

合
唱
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

９
月
13
日
（
日
）
１
時
半

守
口
市
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

１
５
０
０
円

府
連
事
務
所
ま
で

日
中
を
つ
な
ぐ

文
化
の
つ
ど
い

11
月
３
日(

祝)

エ
ル
・
お
お
さ
か

南
館
５
階
ホ
ー
ル
で
日
中
を
つ
な
ぐ

文
化
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

実
行
委
員
会
へ
の
参
加
と
企
画
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

王
希
奇
「
一
九
四
六
」

大
阪
展

来
年
４
月
開
催

中
国
の
画
家
王
希
奇
画
伯
が
平
和

へ
の
歴
史
と
希
望
を
胸
に
渾
身
の
腕

を
奮
っ
た
作
品
は
横
20
ｍ
、
縦
３
ｍ

の
巨
大
作
品
。
鑑
賞
に
か
け
つ
け
た

引
き
揚
げ
経
験
者
は
「
こ
の
子
は
私

だ
」
と
そ
の
場
か
ら
動
か
な
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。

２
０
２
７
年
４
月
６
日
～
18
日
に

豊
中
市
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
予
定
で
す
。
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質
問
発
言
と
し
て

河
合

利
明
（
城
北
支
部
〉

全
国
大
会
で
東
京
・
八
王
子
支
部

か
ら
の
発
言
で
、
若
者
３
人
が
グ
ル
ー

プ
立
ち
上
げ
て
活
動
し
ま
し
た
が
、

中
に
中
国
留
学
生
一
人
入
っ
て
い
た

た
め
、
中
国
人
は
会
員
と
し
て
認
め

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
活
動
休
止
し

た
と
の
発
言
あ
り
ま
し
た
、
ど
う
し

て
中
国
人
は
会
員
に
な
れ
な
い
の
か
？

時
代
の
流
れ
に
で
は
も
う
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
質
問
発
言
あ
り
ま

し
た
。

答
弁
に
松
尾
理
事
長
（
本
部
常
務

会
委
員
）
が
現
在
の
規
約
に
は
過
去

の
運
動
等
の
経
緯
経
過
の
基
い
て
準

会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

西
澤

信
善
（
理
事
）

外
国
人
排
斥
に
つ
い
て

私
は
現
在
外
国
人
労
働
者
の
実
態

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
で
は
労
働
者
不
足
に

て
外
国
人
労
働
者
に
頼
ら
な
く
て
は

ダ
メ
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
次
産
業
や
中
小
企
業
で
は
そ
れ

は
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

埼
玉
県
蕨
市
の
ク
ル
ド
人
排
斥
に

つ
い
て
現
地
を
観
て
き
ま
し
た
が
、

ク
ル
ド
人
だ
け
で
な
く
外
国
人
す
べ

て
ダ
メ
と
い
う
こ
と
で
す
。
排
外
主

義
で
は
今
後
の
日
本
は
立
ち
い
か
な

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

石
井

勉
（
常
任
理
事
）

帰
国
者
支
援
に
つ
い
て

日
頃
２
世
支
援
署
名
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
７
６
８

０
０
名
集
ま
り
、
大
阪
で
は
１
４
９

０
０
名
。
先
日
５
回
目
の
第
４
次
国

会
請
願
行
っ
て
き
ま
し
た
。

全
国
で
唯
一
支
援
委
員
会
立
ち
上

げ
て
い
る
の
が
大
阪
で
す
。
過
去
35

回
委
員
会
開
催
し
て
、
委
員
も
一
人

増
え
ま
し
た
。
定
期
的
に
会
議
し
て

い
ま
す
、
是
非
各
支
部
か
ら
も
お
願

い
し
ま
す
。

浅
田

勝
美
（
堺
支
部
長
）

堺
に
お
け
る
平
和
活
動

先
日
桃
山
大
学
国
際
課
か
ら
中
国

留
学
生
を
止
め
ま
し
た
と
連
絡
受
け

ま
し
た
。

私
も
毎
年
９
月
中
国
山
東
省
煙
台

に
教
え
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
こ
れ

も
中
止
に
な
り
、
堺
支
部
と
し
て
煙

台
等
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が

や
む
な
く
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

10
年
歴
史
散
策
や
っ
て
い
ま
す
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
堺
に
遣
唐
使
関
係
に

碑
が
あ
り
大
仙
公
園
に
日
中
関
係
の

も
の
も
あ
り
そ
こ
を
訪
問
す
る
計
画

し
て
、
大
阪
中
国
領
事
館
の
方
々
も

訪
れ
る
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
秋
に
再
度
計
画
し
先
日
領

事
館
に
説
明
行
き
ま
し
た
。

堺
で
は
他
団
体
と
学
習
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
他
団
体
と
行
う
こ
と

で
省
力
化
に
な
り
、
ま
た
輪
が
大
き

く
ひ
ろ
が
り
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

青
木
先
生
を
呼
ん
で
万
人
坑
学
習

会
も
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

春
名

肇
（
城
北
支
部
）

全
国
大
会
に
参
加
し
て

西
脇
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
い
る

中
国
語
教
室
サ
ー
ク
ル
に
行
く
よ
う

に
な
り
、
入
会
を
勧
め
ら
れ
て
入
り

３
年
に
な
り
ま
す
。
先
日
の
75
回
全

国
沖
縄
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

沖
縄
は
30
年
ぶ
り
で
し
た
、
費
用

が
か
さ
み
ま
す
の
で
多
く
の
人
か
ら

カ
ン
パ
集
め
ま
し
た
、
ま
ず
は
家
族

か
ら
説
得
し
て
１
０
０
０
円
ず
つ
、

行
き
つ
け
の
散
髪
屋
ほ
か
繋
が
り
の

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
多
く
集
め
ま
し
た
。

大
会
で
は
中
国
人
は
会
員
に
な
れ

な
い
等
あ
り
ま
し
た
が
、
も
う
い
い

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

登
り
山

和
希(

常
任
理
事)

青
年
に
つ
い
て

青
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年

は
も
っ
と
若
い
方
を
連
れ
て
く
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

百
科
検
定
試
験
も
２
０
１
２
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
、
今
回
当
大
学

で
も
準
会
場
と
し
て
初
級
２
名
が
受

検
し
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
多

く
の
人
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

平
松

悦
雄

（
西
支
部
事
務
局
長
）

中
国
旅
行
に
つ
い
て

西
支
部
活
動
に
つ
い
て
は
議
案
書

を
参
考
に
観
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
２

度
中
国
に
い
き
ま
し
た
、
10
月
・
12

月
で
す
、
丁
度
高
市
発
言
の
相
前
後

し
て
い
ま
す
、
10
月
は
長
谷
川
テ
ル

関
係
で
武
漢
・
重
慶
へ
。
12
月
は
台

湾
有
事
を
意
識
し
て
厦
門
・
金
門
島

訪
問
し
ま
し
た
。
10
月
は
奈
良
と
大

阪
の
参
加
で
し
た
の
で
、
大
阪
と
し

て
重
慶
人
民
対
外
協
会
表
敬
訪
問
に

力
を
い
れ
実
現
で
き
ま
し
た
。
ま
た

重
慶
で
は
人
名
歴
史
館
で
思
い
入
れ

深
い
出
来
事
あ
り
ま
し
た
。

台
湾
で
は
厦
門
（
中
国
）
か
ら
金

門
島
（
台
湾
）
へ
船
で
行
き
し
た
。

波
穏
や
か
平
和
な
海
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
、
何
も
台
湾
有
事
等
あ
り
ま

せ
ん
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で
す
、

是
非
一
度
行
っ
て
観
て
く
だ
さ
い
。

西
脇
義
彦
（
城
北
理
事
）

組
織
拡
大
に
つ
い
て

支
部
組
織
立
ち
上
げ
た
時
は
31
名

で
現
在
88
名
な
っ
て
い
る
。
こ
の
１

年
で
増
減
は
あ
る
が
13
名
増
。
10
月

の
総
会
で
は
90
名
に
し
た
い
。

会
議
の
冒
頭
に
は
常
に
組
織
拡
大

に
話
を
し
ま
す
。
組
織
は
数
、
数
は

力
、
佐
藤
支
部
長
が
言
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
は
本
部
大
西
副
理
事

長
が
言
っ
た
言
葉
と
佐
藤
さ
ん
か
ら

聞
い
た
良
い
言
葉
で
す
。

組
織
は
増
や
さ
な
く
て
は
減
り
ま

す
、
行
事
参
加
者
に
は
会
員
へ
と
呼

び
か
け
ま
す
。

医
療
生
協
で
中
国
語
サ
ー
ク
ル
行
っ

て
い
ま
す
、
17
名
い
ま
す
が
15
名
入

会
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
。
役
員
が
16
名
い

ま
す
、
そ
の
大
半
の
ひ
と
が
繋
が
り

い
か
し
て
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
ま

す
、
心
強
い
で
す
。

高
田

佳
誉
子
（
常
任
理
事
）

百
科
検
定
に
つ
い
て

先
日
19
回
百
科
検
定
試
験
行
わ
れ
、

大
阪
で
は
13
名
が
申
し
込
み
、
11
名

が
受
検
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
大
学

（
準
会
場
）
で
２
名
受
検
さ
れ
合
計

13
名
の
受
検
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
11
名
受
検
の
う
ち
１
名
を
除

く
10
名
が
懇
談
会
に
残
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
10
名
の
内
会
員
５
名
で

す
。
い
つ
も
な
ら
早
く
終
え
会
員
外

の
方
は
余
り
参
加
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
は
多
く
残
っ
て
い
た
さ

き
声
を
聞
く
こ
と
出
来
ま
し
た
。

「
過
去
問
を
し
っ
か
り
行
い
、
不

正
解
の
こ
と
も
調
べ
ま
し
た
」
「
中

国
滞
在
も
長
く
し
ま
し
た
が
、
文
化
・

歴
史
に
つ
い
て
不
勉
強
で
し
た
」

「
中
国
語
長
く
習
っ
て
い
ま
す
が
地

理
が
わ
か
ら
な
く
も
っ
と
し
っ
か
り

地
図
を
見
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
」

「
こ
の
検
定
は
ネ
ッ
ト
で
知
り
文
化

（
映
画
）
に
興
味
も
ち
ま
し
た
、
こ

れ
か
ら
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
答

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

こ
の
後
ア
プ
リ
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」

関
係
を
具
体
的
に
ネ
ッ
ト
検
索
し
て

行
う
や
り
方
を
画
面
を
通
じ
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

山
本

範
枝
（
西
支
部
）

女
性
部
活
動
に
に
つ
い
て

議
案
書
に
も
と
ず
き
女
性
部
活
動

を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
主
催
学
習
会
、
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
交
流
会
、
沖
縄
全
国
大
会
女

性
部
交
流
会
等
今
後
の
そ
れ
ら
の
未

来
図
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
10
名
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

75
全
国
大
会
で
20
年
会
員
表
彰
に

西
支
部
の
谷
澤
弘
喜
さ
ん
、
物
故
者

顕
彰
は
葭
田
正
明
さ
ん
、
城
北
支
部

ニ
ュ
ー
ス
と
西
支
部
ニ
ュ
ー
ス
、
府

連
通
信
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

行

事

案

内

大
阪
府
連
大
会

10
名
が
多
彩
な
発
言


